
1 

 

令和５年度 地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業 

若狭湾クラフトマルシェ （Ｒ５.11.11（金） 10：00～15：00） 

 

◆ 目的 

・ 親子を対象とし、クラフト活動、遊びリンピック活動、「早寝早起き朝ごはん」国民運動の普及、読書活動等を通して、健

康増進と親子関係の向上を図る。 

・ 日常生活に体験活動を取り入れられるきっかけづくりとする。 

・ 若狭地域の団体を中心に招聘し、各団体同士が連携するきっかけづくりとする。 

 

◆ 参加実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 日程 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 成果 

· 昨年度までは、研修室等にもブースを設置していた。しかし、出展団

体から、メイン会場であるプレイホールに参加者が流れてしまい、導

線的にもなかなか集客が難しいという意見があった。また、参加者

からも、他のブースまでの移動に距離があり大変という意見もあっ

た。そのため、今年度はブースをプレイホールに集約し、一つの場所

で完結できるように会場のレイアウトを変更した。その結果、賑やか

で楽しい雰囲気を作り出すとともに、参加者にブースを体験しやすく

することができた。実際に、参加者から「去年より体験ブースが同じ

場所でよかった」、「子供達に優しく、楽しい空間で溢れていました。

体験しやすく、思い出にも残るなと思いました。」などの声があった。 

· 今年度、新たに３つの出展団体に参加いただいた。来場者に出展

者の取り組みを紹介することができ、当施設が地域を繋ぐ、ハブの

役割となる可能性も十分に感じられた。 

· 会場を一つにまとめたことにより、会場以外の場所（受付・駐車場・

見回り）に職員を配置できた。時間帯によって、受付や駐車場誘導

の人員を増やし、臨機応変に対応したことにより、アンケートの運

営・職員の対応では満足の声が多く挙がった。 

 

 

 

 

  9：15   10：00            10：10                            15：00  

11/1１（土） 

 

受付 開会式 クラフト・体験ブース 終了 

· 53家族 169名 

· （未就学児 24名、小学生 70名、中学生 1名、大人 74名） 

 

· （参考）応募者数 

61家族 206名 

· （未就学児 30名、小学生 80名、中学生 1名、大人 95名） 

 

開会式の様子 

協賛：若狭ロータリークラブ 

-ポリオ募金運動- 

福井村田製作所 

-オルゴール作り・ロボット操作体験- 
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◆ 参加者の声（アンケートより一部抜粋） 

【イベント全体に関する満足度】 

· 数多くの体験があり、時間いっぱい回ってもすべて体験することができ

なかった。それだけ体験豊富なイベントは行ったことがなく、子供たちも

大変満足です。 

· 以前も体験させていただいて、とてもたのしく色々な体験ができたので

また参加させていただきたくいつも学校からチラシをもらってはチェック

してます。 

· こんな楽しいイベントがあるなんて今まで知らなかったので、もっと早く

知りたかったです。青少年自然の家に来たことがなかったので、道中、

この道であっているだろうか？ととても心配になりました。直近になって

係員さんたちのお姿が見えて、本当にホッとしました。ありがとうござい

ました。 

【体験ブースに関すること】 

· 各ブースのスタッフが親切で子供も入りやすい環境でした。 

· 色々な体験ができて良かったです。 

· 低学年でも楽しめるものばかりで、親子で楽しめました。定員制のもの

が何時から並んで良いのか悩みましたが、早く来てできたのでよかった

です。 

▲ 開催時期にもよると思いますが、ビーチでの催し物があるとまた自然の

家の良さが活かされそうだと思いました。 

▲ 人数制限があるブースは先着順ではなく、事前抽選などで決めてもらう

ほうがいいと思った。 

 

   【飲食ブースに関すること】 

· 食堂や出店など品数もあり場所も広くよかったです。 

· 11時 30分くらいに行かせていただきましたが、空いていてとても快適

に過ごせましたし、豊富なメニューで良かったです！ 

· 飲み物もあったので有り難かったです! 

▲ もっとたくさんあるとうれしいです。キッチンカーなどもあるともっとたくさ

ん利用できたかと思います。 

▲ お弁当とかあればうれしかったです。 

 

   【運営・職員に関すること】 

· 来て良かったと思えるイベントでした。 

· 参加人数が少なめだったため、子どもがゆったりと楽しめたようで、あり

がたかったです。 

· 体験や時間設定に自由度があって小さい子供連れだと参加しやすくあ

りがたいです。 

· 自然の家は決して人を集めやすい立地条件ではないので、このロケー

ションを生かして、自然の家ならではのクラフト体験を各事業所に提案して

もらえるとうれしいです。 

· 無料でここまで体験できるのは貴重なので、本当にありがたかったです。 

· みなさん温かい方ばかりでありがたかったです。 

· 全体的に親切で丁寧な話し方で好感が持てました。 

▲ 自然の家までの道にマルシェ開催！など少し導きがあると安心かなと思い

ました。 

▲ 先着順が何時からどこに並んでよいのか。予約制のものはどれくらい

嶺南振興局二州農林部 

-スライド本立て- 

美浜町エネルギー環境教育体験館きいぱす 

-ぴょんぴょんガエル作り- 

かみなか農楽舎 

-野菜スタンプ- 

カリパク福井 

-本の無料交換会- 

国立能登青少年交流の家 

-木の実でリースづくり- 
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あるのか。事前に把握できると、もっと策を練って参加できたかもしれま

せん。 

▲ トイレの洋式探しが大変でした。 

 

   【親子での時間を楽しめたエピソード】 

· 昨年より体験できる内容が増えたり積極性を持って参加したりと子供の

成長を感じられて嬉しかったです。毎年参加して子供の成長の変化を感

じられたらいいなと思いました。ぜひ、長く続けていただきたいです。 

· 親の手を借りようとせず自分で頑張っていました！ 

· 子供が小さいので親子で製作を協力できたのがよかった。 

· もっとやりたいとみんな言っていました！帰るのが寂しいです。 

· 大好きなものづくりを自分のペースででき、家だと母的思考が勝ってし

まい、なかなかずっと子供のペースを見守ることも難しいことがあります

が、こうしたい！をゆっくり見守れました。 

· 細かい作業も思った以上に出来ていて驚きました。また、子どもの感性

に触れることができ、楽しめました。 

· 何にも意欲的でおどろきました。もっと家でも工作をしたかったんだろう

なと気づきました。 

· クラフトを、一緒にやり思いの外親の私が真剣に作成してました。 

 

◆ 出展団体の声（アンケートより一部抜粋） 

・ 屋内のスペースをうまく使い、多くの体験ができる工夫が取り入れられ

ていました。 

・ インスタやチラシなど進化されており大変素晴らしく感じました。 

・ 外部団体がプレイホールに集まっており、隙を見て他団体のブースに遊

びに行くことができました。 

・ 団体同士の交流も図れる良い配置だったと思います。 

▲ 秋はイベントが多い為もう少し遅い時期の方がいいですが、冬だと雪

が心配ですね。 

▲ 開会式が時間を押してしまい、体験時間を圧縮したため、対応がバタ

ついた。 

 

◆ 事業運営のツボ・工夫・反省・課題 

   【ツボ・工夫】 

· メイン会場を一つにまとめたことにより、参加者に体験しやすいブース

配置をすることができた。また、ブース同士が近いこともあり、出展団体

の交流も促すことができた。 

· クラフトマルシェオリジナルのスタンプラリーを作成し、裏面には参加者

アンケートと当施設の Instagram の QR コードを載せ、施設 PR に

繋げた。 

· 継続的に広報を行う策として、出展団体に Instagram 広報用の投稿

文を事前にいただき、当施設の Instagramで発信した。 

 

   【反省・課題】 

· 当初は、メイン会場を今年度使用したプレイホールよりも広いトビーホー

ル（体育館）で考えていたが、ハード面の問題や駐車場から会場までの

距離を考慮し、例年同様の会場となった。本事業は、海での活動ではな

いため必ずしも当施設で実施しなければならないわけではない。また、

三方青年の家 

-レザークラフト- 

若狭三方縄文博物館 

-勾玉づくり- 

福井県園芸体験施設「園芸 LABOの丘」 

-種のマグネットアートづくり- 

福井県海浜自然センター 

-海の生き物キーホルダー作り- 

福井県里山里海湖研究所 

-森の恵み工作- 
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体験活動の普及や出展団体の交流を考えるならば、人が集まりやすい施設や場所で実施する方が効果的と考え

る。当施設は、自然には近いが人や街から少し遠い。施設の存在のアピールや人が集まりやすい場所を意識し、所

外での実施も検討していきたい。 

· 参加者数が昨年度よりも減ってしまった。考えられる要因として、秋ごろは様々な地域でイベントが多いことや広報

が他に比べて遅いことが挙げられる。また、お声がけさせていただいた出展団体も他のイベントが既に決定してお

り、初動の遅さを痛感した。地域を巻き込んだイベントを実施するには、早い段階から内容を練る必要がある。併せ

て、広報も長く・広く・定期的にし、人の目につくように仕掛けが重要だと考える。 

· 出展団体にも協力していただき SNS 広報に力を入れたが、参加者の事後アンケートでは「このイベントをなにで

知りましたか？」の回答のほとんどが「学校などでもらったチラシ」だった。やはり、紙媒体のチラシだと、子どもた

ちに確実に届くので広報効果は高いと考える。SNS 広報は、もともと体験活動に興味があり当施設や出展団体を

フォローしてくれている人にしか届かない傾向がある。そのため、今後の事業の広報も届ける対象を考え、チラシと

SNSの両方を上手に活用し、発信していく必要がある。 


